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1. 経営成績等の概況 

(1) 当期の経営成績の概況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府および日銀による経済・金融政策を背景に一部企業における収益・

雇用環境が改善するなど、緩やかな回復基調が見られました。その一方で、中国をはじめとした新興国経済の減速

懸念や、英国のＥＵ離脱問題、米国新政権の政策動向の影響等により世界経済の不確実性が高まるなど、引き続き

先行き不透明な状況で推移しました。 

繊維業界においては、節約志向・生活防衛意識の高まりによる個人消費の停滞やインバウンド需要に減速感が見

られる中、企業間競争が一段と激化するなど、厳しい環境にあります。 

このような状況において当社グループは、2015 年度から 2017 年度までの３年間を実行期間とする中期経営計画

『ＡＴＳＵＧＩ ＶＩＳＩＯＮ ２０１７』で掲げた「製造原価の低減」、「強いアツギブランドの構築」、「営業戦略の強化」、「海

外販売の拡大」、「人事戦略の強化」の５つの課題への取り組みを更に推し進め、原料加工から最終製品までを一貫

生産し販売する専業メーカーとしての特性を活かし、価格を上回る価値ある商品の企画開発と、グループ全社を挙げ

て効率性アップに取り組み、収益改善に努めております。 

この結果、当連結会計年度の売上高は 23,281 百万円（前年同期比 2.9％減）、営業利益は 1,040 百万円（前年同

期比 19.9％増）、経常利益は 1,105 百万円（前年同期比 3.2％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は 674 百万

円（前年同期比 43.5％減）となりました。 

 

セグメント別の業績を示すと、次の通りであります。 

〔繊維事業〕 

レッグウエア分野は秋冬においては厚手のプレーンタイツ、年間を通じてはセパレートストッキングが堅調に推移

しましたが、全般的に厳しい状況が続き、同分野の売上高は 19,152 百万円（前年同期比 5.2％減）となりました。 

インナーウエア分野はスポーツインナー関連が順調に推移したほか、主力のブラジャーおよびショーツも好調に

推移し、同分野の売上高は 2,907 百万円（前年同期比 9.8％増）となりました。 

これらの結果、繊維事業の売上高は 22,060 百万円（前年同期比 3.5%減）、営業利益は 538 百万円（前年同期比

46.6％増）となりました。 

 

〔不動産事業〕 

保有資産の有効活用などにより、当事業の売上高は 657 百万円（前年同期比 0.0％増）、営業利益は 477 百万円

（前年同期比 5.1%減）となりました。 

 

〔その他〕 

その他の事業につきましては、介護用品は市場環境の変化などにより厳しい状況が続いております。一方で、太

陽光発電による売電が年間を通じて寄与しました。これらの結果、当事業の売上高は 563 百万円（前年同期比

23.9％増）、営業利益は 24 百万円（前年同期は 2 百万円の損失）となりました。 

 

 

(2) 当期の財政状態の概況 

当連結会計年度末における総資産は 57,163 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 219 百万円増加いたしまし

た。主な増減内容は、現金及び預金の増加 544 百万円、投資有価証券の増加 376 百万円および有形固定資産の減

少 603 百万円等によるものであります。 

負債の部は 8,971 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 351 百万円増加いたしました。これは主に、通貨オプシ

ョンの増加 250 百万円、未払法人税等の増加 248 百万円および仕入債務の減少 231 百万円等によるものでありま

す。 

純資産の部は 48,192 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 132 百万円減少いたしました。これは主に、親会社

株主に帰属する当期純利益を 674 百万円計上しましたが、前期決算に係る配当金 493 百万円による減少や、市場買

付等による自己株式の取得による減少 246 百万円、その他の包括利益累計額の減少 59 百万円等によるものでありま

す。 

この結果、当結会計年度末の自己資本比率は、前連結会計年度末の 84.6％から 84.1％となっております。 
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(3) 当期のキャッシュ･フローの概況 

〔営業活動によるキャッシュ･フロー〕 

営業活動によるキャッシュ･フローは、税金等調整前当期純利益 1,123 百万円の計上と、減価償却費 1,093 百万円

等により、1,894 百万円の収入となりました。 

〔投資活動によるキャッシュ･フロー〕 

投資活動によるキャッシュ･フローは、有形固定資産の取得 674 百万円、投資有価証券の売却 337 百万円等により、

181 百万円の支出となりました。 

〔財務活動によるキャッシュ･フロー〕 

財務活動によるキャッシュ･フローは、主に配当金の支払い 494 百万円、自己株式の市場買付等 246 百万円により、

741 百万円の支出となりました。 

この結果、当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ 878 百万円増

加し、8,421 百万円となりました。 

 

 

 

(4) 今後の見通し 

わが国経済の今後の見通しにつきましては、政府および日銀による経済・金融政策などが下支えとなり企業収益や

雇用環境の改善が進み、緩やかな回復が期待されておりますが、税・社会保険料等の増加による可処分所得の伸び

悩みや将来不安に対する生活防衛意識の高まりなどから個人消費は停滞が続いており、世界経済におきましても、

中国をはじめとした新興国経済の減速懸念や欧州の政情不安、米国の政策動向の影響等により為替・株式市場が

不安定となるなど、引き続き先行き不透明な状況で推移するものと思われます。このような状況の中で、当社グループ

は、中期経営計画の最終年度を迎えるにあたり、重要課題や顕在化した問題に迅速に対応するための体制を強化し、

目標達成に向けて全力で取り組んでまいります。 

以上により、次期（平成 30 年３月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高 25,000 百万円（当期（平成 29 年３

月期）は 23,281 百万円）、営業利益 1,050 百万円（当期は 1,040 百万円）、経常利益 1,150 百万円（当期は 1,105 百

万円）、親会社株主に帰属する当期純利益 700 百万円（当期は 674 百万円）を見込んでおります。 

 

 

 

2. 会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性および企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結

財務諸表を作成する方針であります。 

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。 
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  (5)　連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

   該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

（表示方法の変更）

（連結損益計算書）

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び

構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。なお、これによる当連結会計年度の営業利

益、経常利益、税金等調整前当期純利益に与える影響は軽微であります。

前連結会計年度において、独立掲記しておりました「営業外費用」の「減価償却費」は、営業外費用の総額の100分

の10以下となったため、当連結会計年度より「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させる

ため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替を行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外費用」に表示していた「減価償却費」12百万円、

「その他」31百万円は、「その他」44百万円として組み替えております。

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当連結会

計年度から適用しております。
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（セグメント情報等）

1． 報告セグメントの概要

2． 報告セグメントごとの売上高､利益又は損失､資産その他の項目の金額の算定方法

3． 報告セグメントごとの売上高､利益又は損失､資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度　（自　平成27年４月１日　　至　　平成28年３月31日）
（単位：百万円）

売上高

その他の項目

54,295

2

計

799

- 32

79 878

388

減価償却費    (注)4

持分法適用会社への
投資額

388 -

32のれんの償却額

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

60

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取
締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものでありま
す。

当社グループは、レッグウエアの製造販売を主要な事業として展開しており、「繊維事業」「不動産事業」を報告
セグメントとしております。
   「繊維事業」は、主にレッグウエア、インナーウエアの製造及び販売を行っております。「不動産事業」は、分譲土
地の購入及び販売、土地及び建物の賃貸事業を行っております。

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は､連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法

と概ね同一であります｡報告セグメントの利益又は損失は､営業利益ベースの数値であります｡

942

繊維事業

セグメント資産

502

セグメント間の内部売上高
又は振替高

23,51222,854

367

657

22,852

報告セグメント
その他
(注)1

不動産事業

△ 2

23,964657 23,509外部顧客への売上高 23,964

-

44,545

2

9,749

869

計

セグメント利益又は損失（△） -

調整額
(注)2

連結
財務諸表
計上額
(注)3

計

1,117 56,944

867

23,967 △ 2

867

-

△ 2 -- 2

455

23,964455

- 32

1,053

- 32

55,8261,531

49 1,053 -1,003

781 1,659 - 1,659

- 388 - 388

アツギ株式会社（3529）平成29年3月期　決算短信

12



当連結会計年度　（自　平成28年４月１日　　至　　平成29年３月31日）
（単位：百万円）

(注)1.

2. 調整額の内容は以下のとおりです｡

セグメント資産 （単位：百万円）

※

3. セグメント利益又は損失は､連結財務諸表の営業利益と調整を行っております｡

4. 減価償却費には、長期前払費用に係る償却額が含まれております。

（関連情報）

1． 製品及びサービスごとの情報

   セグメント情報に同様の情報を開示しているため､記載を省略しております｡

2． 地域ごとの情報

(1) 売上高

   本邦の外部顧客への売上高が､連結損益計算書の売上高の90%を超えるため､記載を省略しております｡

連結
財務諸表
計上額
(注)3不動産事業 計

報告セグメント
その他
(注)1

計
調整額
(注)2

外部顧客への売上高 22,060 657 22,717

売上高

繊維事業

563

- 23,281

-

563 23,281

-

1,040

△ 6

セグメント利益 538 477 24

23,287 23,281

1,015

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,040 -

計 22,066

6 - 6 6 △ 6

1,192 57,16355,971セグメント資産

657 22,723

1,093-111 1,093

その他の項目

1,46544,704 9,801 54,505

減価償却費    (注)4 924 57 981

32 - 32のれんの償却額

- 297

32-

- 297

32 -

- 723720
有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

671 48

「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり､介護用品の仕入、販売および
太陽光発電による売電であります。なお、太陽光発電による売電は、平成27年11月６日より開始して
おります。

全社資産は､主に報告セグメントに帰属しない､事業再編により閉鎖した工場に係る土地および長期

投資資金(投資有価証券)であります｡

1,117 1,192

持分法適用会社への
投資額

297 - 297

2 723

全社資産

合計 1,117

当連結会計年度

1,192

前連結会計年度

アツギ株式会社（3529）平成29年3月期　決算短信
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(2) 有形固定資産

前連結会計年度　（自　平成27年４月１日　　至　　平成28年３月31日）
（単位：百万円）

当連結会計年度　（自　平成28年４月１日　　至　　平成29年３月31日）
（単位：百万円）

3． 主要な顧客ごとの情報

前連結会計年度　（自　平成27年４月１日　　至　　平成28年３月31日）
（単位：百万円）

当連結会計年度　（自　平成28年４月１日　　至　　平成29年３月31日）
（単位：百万円）

（報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報）

前連結会計年度　（自　平成27年４月１日　　至　　平成28年３月31日）
（単位：百万円）

(注) 「全社・消去」の金額は、セグメントに帰属しない全社資産に係る減損損失であります。

当連結会計年度　（自　平成28年４月１日　　至　　平成29年３月31日）

   該当事項はありません。

（報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報）

前連結会計年度　（自　平成27年４月１日　　至　　平成28年３月31日）
（単位：百万円）

(注) のれん償却額に関しましては、セグメント情報に同様の情報を開示しているため記載を省略しております。

当連結会計年度　（自　平成28年４月１日　　至　　平成29年３月31日）
（単位：百万円）

(注) のれん償却額に関しましては、セグメント情報に同様の情報を開示しているため記載を省略しております。

（報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報）

   該当事項はありません。

3,051

合計

23,079

中国

日本 中国 合計

26,130

日本

 関連するセグメント名

売上高

3,253

 顧客の名称又は氏名

㈱しまむら

 関連するセグメント名

繊維事業

合計
繊維事業 不動産事業 計

報告セグメント

㈱しまむら

その他

3,039

合計

22,663

 顧客の名称又は氏名 売上高

2,863 25,526

89当期末残高

繊維事業

-

-

報告セグメント
その他 全社･消去

-89

当期末残高

繊維事業 不動産事業

56 -

-

56

計

89

全社･消去

56 -

報告セグメント
その他 全社･消去 合計

繊維事業 不動産事業 計

89減損損失 - 52 52 - 37
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（１株当たり情報）

円 93 銭

円 12 銭

(注) １株当たり当期純利益金額の算定基礎

（重要な後発事象）

（単元株式数の変更及び株式併合）

　当社は、平成29年5月12日開催の取締役会において、平成29年6月29日開催予定の第91回定時株主総会に、単
元株式数の変更、株式併合および定款一部変更に関する議案を付議することを決議いたしました。
　詳細につきましては、本日（平成29年5月12日）公表いたしました「単元株式数の変更、株式併合および定款一部変
更に関するお知らせ」をご参照ください。

295

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

4

   潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり純資産額

１株当たり当期純利益金額

-

普通株式の期中平均株式数（千株）

当連結会計年度

当連結会計年度

674

674

163,752

項目

親会社株主に帰属する当期純利益金額（百万円）

普通株主に帰属しない金額（百万円）

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益金額（百万円）

アツギ株式会社（3529）平成29年3月期　決算短信
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